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杉山錦城（大正 12年生まれの父）は昭和 40年頃、会社勤めの 傍
かたわ

ら書

に励んでいましたが、真摯に書に向き合いたいと、早期退職して書塾を開

きました。それから 30数年間続いた「錦 城 書 院
きんじょうしょいん

」でしたが、平成 8年

父の逝去を機に、その存続は風前の灯となりました。私は父の手解
てほどき

を受

けながらも退職前ということもあり、塾の継続は難しい状況でした。 

それを見かねた妻が一念発起して先生につき、県書道連盟の推薦教授認

定試験に合格し「錦城書院」を再開したのは平成 12年でした。そして私

も定年退職後に同様に推薦教授の認定を受け、現在に到り、私（大樹）と

翠烟の二人体制で「錦城書院」を運営しています。 

 

印象深かったのは、10年のブランクがありながらも、再開した「錦城

書院」の看板灯を見た亡き父の教え子が、懐かしいと再び習いに来てくれ

たことです。そして見事に師範位まで取得しました。多少の中断があって

も継続は力なりと感じた次第です。 

そして子どもたちから、学校で字がうまいねと誉められたよ、などと聞

くと本当に嬉しくなります。また、再開直後に小 3から高 1まで来ていた

子が、メールで結婚の報告をしてくれました。嬉しい限りです。 

 

杉山大樹   



 

 

   

杉山錦城「般若心経」 

杉山錦城「篆刻心経」 

杉山錦城「篆刻心経」10cm×10cm 
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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
、
様
々
な
書
道
展
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
今
回
「
錦
城
書
院
」
の
誌
上
展
と
し

て
、
皆
様
の
作
品
を
残
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

早
く
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
し
、
各
種
書
展
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

杉
山
大
樹 

杉山大樹「杜甫詩」 

杉山翠烟「人の一生は」 

杉山大樹「李白詩」 

発
行
の
ご
あ
い
さ
つ 

錦
城
先
生
に
つ
い
て 

錦
城
先
生
（
義
父
）
は
細
字
を
得
意
と
し
、
仏
画
、

篆
刻
な
ど
も
こ
な
し
た
多
才
な
書
家
で
し
た
。 

「
人
の
一
生
は
重
荷
を
負
う
て
遠
き
道
を
行
く
が
如

し…

」
を
地
で
い
く
生
き
様
の
一
方
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ

り
、
お
弟
子
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
を
愛
し
、
「
人
の
一

生
は
か
る
く
楽
し
く
」
が
座
右
の
銘
か
と
思
わ
せ
る
一

面
が
あ
り
ま
し
た
。 

杉
山
翠
烟 
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一般 
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  通信 
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高校生 
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てならい塾（横内幼稚園） 
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小学１年 



 

 

 

 

 

  

小学２年 
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小学３年 



 

 

 

  
小学４年 
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小学５年 



 

 

 

  
小学６年 
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中学生 



 

 

 

  
硬筆 
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錦城先生の 

作品です♪ 


